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研究成果の概要（和文）：　近世のヨーロッパでは、国境を意識しないコスモポリタンな商人によって、商業情報が伝
達された。その中心は、アムステルダムであった。アムステルダムから同質的な商業情報がヨーロッパ各地に拡散し、
ヨーロッパは同質的な情報空間となった。それに対しイギリスは、ロンドンを中心にして人為的に形成された「帝国」
の内部で、国家の力によって情報が拡散した。このようなアムステルダムとロンドンとの違いは、近世と近代の違いで
あった。

研究成果の概要（英文）： In early modern Europe commercial information and intelligence were distributed b
y using the networks that were composed of international merchants. Homogeneous commercial information was
 spread from Amsterdam d to all over Europe, and European commercial world became more and more homogeneou
s. On the contrary, British information spread to all over the British Empire, based on he power of  Briti
sh state. London was the center of a Big Empire, and Amsterdam was a gateway, through which information wa
s diffused by international merchants. The difference of Amsterdam and London corresponds the the one betw
een early modern and modern period.
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１．研究開始当初の背景 
経済学研究において、無形財が重要であるこ
とは間違いない。にもかかわらず、経済史研
究の主流ではなかった。経済史は、有形財の
歴史であり、無形財である情報は、あまり研
究されてこなかった。そのため、情報をキー
ワードとして経済史を研究すれば、どのよう
な成果があげられるのかを考えるようにな
った。 
 
２．研究の目的 
情報がスムースに流れる社会の方が、そうで
はない社会よりも経済成長に適していると
いう仮説にたち、その仮説が正しいかどうか
を検証しようとした。 
 
３．研究の方法 
近世と近代とでは、情報のフローのあり方が
どのように違うのかという点を中心に研究
した。具体的には、国家の力が近世から近代
にかけて強化されていき、それにともない情
報のフローのあり方がどのように変化した
のかをみた。 
 
４．研究成果 
近代世界システムとは、16 世紀から 17 世紀
にかけて、オランダを中心とした北方ヨーロ
ッパに生まれたシステムであり、持続的経済
成長と、支配=従属関係を特徴とする。ある
地域が繁栄するからこそ別の地域がそれに
従属するというわけだ。 
 さらに、「持続的な経済成長」があるから
こそ、われわれの賃金は上昇する。その社会
は、絶えず利潤を生み出さなければ存続でき
ない。それが、われわれが生きている資本主
義社会である。 
 ウォーラーステインによれば、資本主義社
会の特徴は飽くなき利潤追求にある。資本主
義社会が存続するためには、次々に新しいマ
ーケットを必要とする。生き延びるために、
企業は新しい商品を製造し、サービスを提供
し、新規の顧客を獲得する。それによりえら
れた利潤が、会社の内部に留保され、新規の
投資のために使われ、労働者に分配される。
経済学的にいうなら、労働分配率が適切であ
るとはかぎらない。 
 近代世界システムによれば、先進的な工業
地域が中核となり、そこに第一次産品（農産
物や原材料）を供給する周辺、さらにそのあ
いだにあり両者の緩衝地域となる半周辺が
誕生していた。中核は、周辺と不等価交換を
し、周辺を収奪するという仕組みが形成され
る。 
 マルクスは資本家が労働者を収奪すると
考えたのに対し、ウォーラーステインは、工
業国が第一次産品輸出地域を収奪したとす
る。したがってウォーラーステインの分析の
単位は、基本的に国家となる。したがって、
インターステート・システムの形成によって、
ヨーロッパ世界経済が拡大していったとと

らえたのである。 
ウォーラーステインは、ヨーロッパの海上ル
ートによる発展という意識に乏しい。ウォー
ラーステインの発想の根幹にあるのは、第一
次産品輸出地域を工業地域が搾取するとい
うことである。そこには、商品価格が、輸送
によって大きく変化するという意識がない。 
 たとえば、1651 年に端を発するイギリス航
海法は、イギリスが輸入する場合、当事国な
いしイギリス船で輸入するということを宣
言した法令である。これが、オランダ船排除
を狙っていたことは広く知られる。しかもイ
ギリスは、19世紀のある時点から第二次世界
大戦終了時まで世界最大の海運業国家であ
ったことを忘れるべきではない。 
 ここでは、海運業と結びついた情報の発展
を重要視した。そして、世界最初の海洋帝国
であるポルトガルのネットワークを、いかに
イギリスが受け継ぎ、それと海運業・情報と
がどのような関係にあったのかを示した。 
 イギリスは、ポルトガルのあとで、世界最
大の貿易ネットワークを有する国になった。
しかもイギリスは、広大な異文化間交易圏を、
巧みに自分たちのシステムのなかに取り込
んでいった。実は「イギリス帝国」とは、異
文化間交易をいわば内部に取り込んだシス
テムであった。「ポルトガルからイギリスへ」
という言葉の意味は、ポルトガル海洋帝国の
いわば遺産をイギリスが受け継ぎ、オランダ
の次にヘゲモニー国家になったということ
なのである。 
 現在の研究では、ポルトガル海洋帝国は、
国家が主導したのではなく、商人がみずから
組織化し、自発的に海外に出て行ったといわ
れる。それに対しイギリスは、ヘゲモニー国
家として、さまざまな国が従わなければなら
ないゲームのルールをつくり、それを他国・
他地域に押し付けようとした。それは、国歌
がイニシアティブをとり、電信を世界中に敷
設することにより、世界の情報・金融の中心
となったからである。 
 イギリスは、まさに「情報の帝国」となっ
たのである。 
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